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1. 地震と活断層の姿を知る

2. 身近な地形の断層や地震との関わりを知る

• 断層地形とその利用

• 資源（地下水・温泉・鉱山など）としても

• 例えば金太郎温泉、法林寺温泉など

3. 過去の様々な震災で得られた教訓を学び継承する

4. 居住地の地形や地質の特徴によってどのような地震
動に見舞われるのかを想定し、その震災を受容しえ
る対策に繋げる



• 地震とは

• 地下の岩盤の破壊現象

• およびその衝撃によって発生する振動

• 断層とは

• 破壊された岩盤の傷痕

• 活断層
過去数十万年間に傷痕で繰り返し活動し、
将来も活動すると考えられる断層

１．地震と活断層の姿



• 地表に露出する、破壊された岩
盤の傷痕（ズレ目・食い違い）。
地表地震断層。

• ズレ目は、地下深くに (平面的
に)続いている(震源断層)。

• 活断層は繰り返しズレる。

• 断層を境にして大地が動く（ズ
レる・すべる）とき、地震が発
生する。



大地はなぜ平面でズレる（壊れる）？

• 外力を受けた岩盤は（ぜい性）破壊する

• 物体が耐力の限界で一気に壊れる現象

• 地下には自由な運動空間はない

• 外力を最小範囲の（せん断）破壊で解消しようとする

せん断破壊＝断層運動

• 強度の弱い過去に破壊された古傷（断層）を再利用する



断層運動（せん断破壊)の過程

震 源

ずれが震源から断層面に

広がる(秒速２～３km)

１．歪みの蓄積

２．強度限界と破壊の開始

３．破壊の終了

外力によって大地が歪ん

でいく（縮む）

ずれの終了まで約30～40秒

ずれの量は数m (M8クラス)

４．１から繰り替えす



学研の図鑑 地球

陸のプレート（軽）

海のプレート（重）

５．重い海のプレート
は潜り込む

１．地球深部の
熱によって

大地が動く原因
－日本周辺のプレートの分布とその運動－
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プレート境界の地震では解消
しきれない外力（数mm/年）

1854.12.23 安政東海地震
1944.12. 7 昭和東南海地震
2011. 3.11 東北地方太平洋沖地震

等々

1858. 4. 9 安政飛越地震
2004.10.23 中越地震
2018. 9. 6 北海道胆振東部地震

等々

海洋プレートの移動
年間 ～10cm
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地震と活断層が造り出す地形１
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地理院地図、国土地理院基盤地図10mメッシュ標高を使用（高さ３倍強調）
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地震と活断層が造る地形２ 撓曲（とうきょく）
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わが国の歴史地震の震度分布・等震度線図 宇佐美龍夫
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液状化現象
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• 平野部の震度分布は６弱～６強程あった

• 震源から離れた場所でも堆積層の厚く軟弱な平野部は揺れが増幅された

• 現行法の建築物だと倒壊を免れることが出来る可能性は高いが…

• 地盤の液状化現象が家屋倒壊に影響した可能性がある

• 揺れの大きさだけで被災の有無は決まらない？

• 建物の基礎や土壌改良の有無次第で全壊判定となる可能性も？



今後３０年以内に震度6弱以上の
揺れに見舞われる平均確率地図（2020年版）
地震ハザードステーション（防災科研）



大きく・ゆっくり揺れる小さく・速く揺れる
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引用したデータ・文献等・参考文献

• 広瀬 誠（２０００）地震の記憶－安政五年大震大水災記、桂書房、p260．

• 高野靖彦（２０１８）安政飛越地震の史的研究－自然災害にみる越中幕末史、桂書房、
p235．

• 地震ハザードステーション（防災科学技術研究所）

• http://www.j-shis.bosai.go.jp/

• 活断層データベース（産業技術総合研究所）

• https://gbank.gsj.jp/activefault/index_gmap.html

• 災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 1858 飛越地震（内閣府中央防災会議）

• http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1858-
hietsuJISHIN/index.html

• 主要活断層帯の長期評価（文部科学省 震調査研究推進本部）

• http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/major_active_fault/

• 富山市地震防災マップ

• http://www.city.toyama.toyama.jp/kensetsubu/bosaitaisakuka/keihatsu/bosaikeihatsu.html

http://www.j-shis.bosai.go.jp/
https://gbank.gsj.jp/activefault/index_gmap.html
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1858-hietsuJISHIN/index.html
http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evaluation/major_active_fault/


地震とその災害を理解するミニチュア実験

• 共振現象実験（ユラユラ）

• 液状化現象実験（エッキー）

• 解説テキスト https://bit.ly/3vMRWGN

• 解説動画（Youtube） https://youtu.be/KLkwiULa9cw

• 解説動画（Youtube） https://youtu.be/JSzZcSvaFRU

• 地震計の仕組みと観測
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電磁式地震計の構造

上下動 水平動
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